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沖縄県知事 玉城 康裕 あて

沖縄県福祉のまちづくり審議会

会長 親川 修

障害者等用駐車場の適正利用に関する取組みについて（答申）

令和２年10月20日付け沖縄県諮問子第10号で諮問のあったみだしのことにつ

いて、下記のとおり答申します。

記

障害者等用駐車場については、適正利用をより一層促進する必要があること

から、パーキングパーミット制度を導入することが適当である。

なお、答申に当たって、本審議会における意見は以下のとおりなので、今後

の検討に活かしていただくよう要望する。

１ 制度の対象者は、歩行が困難な者及び移動の際に配慮が必要な者とし、

その具体的な基準は、別表のとおりとすることが望ましいものと考える。

(論点1-1)
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２ 駐車区画の十分な確保、特に車いす使用者が利用しやすい環境を整備す

るために、3.5m幅未満の通常区画も対象区画とする「ダブルスペース」を

導入することが望ましいものと考える。(論点2-1)

３ 利用許可証の有効期間や種類については、申請者の負担に配慮するとと

もに、より優先度の高い方が利用しやすい制度となるよう検討してもらい

たい。(論点2-2、論点2-3)

４ 申請者の負担軽減及び県内全域で取組を推進するために、利用許可証の

申請及び交付は、市町村においても対応できる体制を整備するとともに、

既に制度を導入している市町村とも十分に連携の上、制度の構築に取り組

んでもらいたい。

５ 制度を導入する際には、県民への周知啓発に力を入れるとともに、関係

機関と連携し、障害者等用駐車場の適正利用の促進に向けた取組を引き続

き推進してもらいたい。
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別表 (論点1-2)

№ 区分 基準となる障害者手帳の等級等

1 視覚障害 ４級以上

2 聴覚障害 ３級以上

3 平衡機能障害 ５級以上

4 音声機能、言語機能又はそしゃく機能障害 対象外

5 肢体不自由（上肢） ２級以上

6 肢体不自由（下肢） ６級以上

7 肢体不自由（体幹） ５級以上

8 脳原性運動機能障害（上肢機能） ２級以上

9 脳原性運動機能障害（移動機能） ６級以上

10 内部障害（心臓機能障害など） ４級以上

11 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 ４級以上

12 知的障害 Ａ２以上

13 精神障害 １級以上

14 高齢者 要介護１以上

15 特定疾患医療受給者

16 難病 特定医療費(指定難病)受給者

17 小児慢性特定疾患医療受給者

18 産前 妊娠７ヶ月から

妊産婦
19 産後 産後３ヶ月／１年／１年６ヶ月まで

20
上記区分で基準に該当しない者のうち、
歩行が困難又は移動の際に配慮が必要な者

医師の診断書により判断

21
その他の障害、一時的な怪我や病気等により
歩行が困難又は移動の際に配慮が必要な者
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